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C o l u m n

ひとりの人材の発想力をイノベーションに転化させ
ビジネスとして育てていくためには、さまざまな

強みをもった人材が相互に知恵を出し合う場が必要だ。
　シリコンバレーのエコシステムはこの考えに則ってお
り、それぞれの分野の専門家が強みを発揮すること
で小さなアイデアを巨大ビジネスに昇華していく。その
ためにさまざまな考え方、経験、強みをもった人材の
力を引き出すためのマネジメントをしていくことが必要な
ことはいうまでもない。
　日本企業のダイバーシティというと、性別・年代・国
籍といった属性に紐づいてしまっているが、シリコンバ
レーでは、それぞれがどのような専門性をもっている
か、どのような価値観や背景をもっているかといった内
面的な要素をダイバーシティとして捉えている。

　多様な価値観をもったメンバーを纏めていくことが非
常に難しいというのは現地でも共通認識がある。その
ために、ベンチャー企業を支援する投資家やベンチャ
ー企業を支援するアクセラレーターと呼ばれるプロフェ
ッショナルは、ベンチャーの戦略や企業規模に合わせ
て、組織マネジメントの支援や助言を行っている。
　またイノベーションは発想と発想の掛け合わせから
生まれるという考えから、個人でもっているアイデアや
情報を、IT ツールを活用しながら社員間でシェア（共
有）するという文化が根づいている。これは多様な価
値観をもったダイバーシティ組織におけるコミュニケーシ
ョンの基本姿勢でもあり、マネジメントを円滑にするう
えでも役立っている。

（一般社団法人 日本能率協会 経営・人材革新センター 平井亜矢子）

コロナ禍で事業の立て直し、採用の見直しを迫られてい
るなかで、人材戦略はどうあるべきなのか。昨秋、シリコ
ンバレーに長期滞在し、「シリコンバレーイノベーション
プログラムの受講と共に、HR テックの年次カンファレン
スに参加した、日本能率協会の平井亜矢子がシリコンバ
レーのイノベーションを生み出すエコシステムの動向とカ
ンファレンスをレポートします。

 イノベーションを育む
シリコンバレーのダイバーシティと“シェア文化”

本コラムで紹介したレポートの全文を
右のWEBサイトよりご覧いただけます。 https://jma-member.com/report2007/

〜シリコンバレー最新動向〜日本企業の人材・組織課題とその解決策を探る

レポート目次
◦ベイエリアの人材マネジメント　　　　　　　　　　
◦HRテック企業が模索する人事課題解決への道
◦「人の仕事」「テクノロジーの仕事」の棲み分けを　
◦「新事業開発のための人づくり・組織づくり」のヒント
◦イノベーション組織へ、日本企業の挑戦
◦これからの日本企業の人材・組織マネジメントを考える



日本能率協会（JMA）は、1942年創立の「経営革新の推進
機関」。産業界のあらゆる経営課題の解決を支援していま
す。社会や経済環境が大きく変わるいま、人材育成、産業振興

（展示会ほか）、審査・検証事業などさまざまな活動を通じ、
出会い・つながりの「場」をつくり、皆さまのイノベーション創
出に貢献していきます。

JMAでは、「人」「組織」「社会」の相互作用に着目し、価
値を生みだしつづける次世代組織づくりによる経営革新

「KAIKA」を推進しています。新しい知が花開き、新しい価値
を共に生みだす。共に開花・開化していくことをめざし、皆さま
の企業の人の成長と組織の活性化、社会化を応援します。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
能
力
に 

優
れ
た
組
織
の
特
長

日
本
能
率
協
会
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
）
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
と
企
業
組
織
の

あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の

か
を
探
る
た
め
「
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
と
組
織
活
性
化
に
関
す
る
実

態
調
査
」
を
実
施
し
た
。

図
１
は
「
同
業
他
社
よ
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
能
力
に
優
れ
て
い
る
か
」
の
設

問
に
つ
い
て
「
当
て
は
ま
る
」
と
回
答

し
た
企
業
群
と
、「
全
体
平
均
」
お
よ

び
「
当
て
は
ま
ら
な
い
」
企
業
群
に
お

け
る
組
織
風
土
の
傾
向
値
の
差
を
示
し

て
い
る
。

分
析
の
結
果
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
優
れ
た
組
織
の
特
長
と
し
て
、

以
下
が
確
認
で
き
る
。

①
ビ
ジ
ョ
ン
が
浸
透
し
て
い
る
、
②

部
門
間
の
協
働
が
あ
る
、
③
ア
イ
デ
ア

が
創
出
さ
れ
組
織
的
に
学
習
す
る
、
④

社
会
課
題
へ
の
感
度
が
高
く
能
動
的
に

行
動
し
て
い
る
（
図
２
）。

高
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
進
化
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
、
Ｄ
Ｘ
化
を
通
じ
て
い
ま
ま
で
と

手
法
を
変
え
な
が
ら
量
・
ス
ピ
ー
ド
と

も
に
加
速
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
不

確
実
な
時
代
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
し
、
乗
り
切
る
た
め
に
、
企
業
の
新

規
事
業
開
発
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を

2
つ
の
異
な
る
立
場
か
ら
ひ
も
と
い
て

い
く
。

 

M

コ
ロ
ナ
打
撃
に
よ
り
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
企
業
も
少
な
く
な
い
な
か
、

新
規
事
業
の
開
発
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
以
上
に
先
行
き
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
、

新
規
事
業
が
成
功
す
る
確
度
を
上
げ
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、

企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

不
確
実
な
時
代
を
乗
り
越
え
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

新
規
事
業
開
発
の
緊
急
性
・
重
要
性
が

増
す
な
か
、
こ
う
い
っ
た
特
長
を
組
織
に

根
付
か
せ
ら
れ
る
か
が
、
企
業
の
存
続
そ

の
も
の
に
直
結
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

図
２
の
通
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
優
れ
た
組
織
は
「
世
の
中
の
変
化
に
応

え
る
た
め
に
、
他
社
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
外
部
と
連
携
し
た
活
動

を
し
て
い
る
」。

他
社
と
の
連
携
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
ま
す
ま
す

特 

集

こ
れ
か
ら
の

新
事
業
開
発
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イノベーション能力と組織風土の傾向（値の差の比較）図1

会社・組織の将
来像（ビジョン）・
戦略・方針につ
いて従業員から
の理解・共感が
得られている

組織として、新
しい世の中の
動きを気にか
け、情報収集す
ることが奨励さ
れている

組織内で、世の
中にどのような
新しい動きがあ
るかについて、
日常的に会話
がなされている

各部門や部署の方針や目標は、会社の
方針と矛盾なく、首尾一貫している

組織内で、自分たちが世の中にどう役立ちたい
のかについて、日常的に会話がなされている

組織のなかで、短期視点だけではなく、長期的
な視点から社会や事業を考える機会がある

組織として、先見性をもって、地域や環境・資源
などの社会課題の解決に取り組んでいる

取り組んだことを組織として振り返る場があり、
次に活かしている

組織として、自分たちの活動が世の中の期待
に沿っているかどうか、定期的に確認している

組織として、広くさまざまな外部の意見
や考え方に耳を傾け、参考にしている

組織として、先見性をもって、新しい技術や
ノウハウを活かした取り組みをしている

組織として、問題が発生したときには互いに
積極的に協力しあって解決に取り組んでいる組織として、先見性をもって、多様な雇用

形態、働き方の試みを実践している

従業員は他部署の人に積極的に会い
に行き、異質な知識・経験を各人の仕
事に活かしている

組織として、変化する顧客・市場に対し
て先見性をもった試みを実践している

上司と部下は互いに信頼しあっている

組織には、前例のない新しいアイ
デアでもいいやすい風土がある

組織として、さまざまな業界で起こっ
ている技術革新や新ビジネスの潮
流をキャッチしようとしている

組織として、地域や環境・資源などの
社会課題をキャッチしようとしている

組織として、新しいことをする際には、
一定の試行錯誤が奨励されている

組織として、多様な働き手のニーズや、
働き方の潮流をキャッチしようとしている

各部門において現場の裁量で計画を
柔軟に変更し進めることができる

組織として、さまざまな視点で、
将来の市場の可能性を、社会の
なかから汲み取ろうとしている

組織として、失敗やチャレンジから
学ぶことが重視されている

組織として、世の中の変化に応えるために、他社や地域
コミュニティ、NPOなど外部と連携した活動をしている

「イノベーション能力に優れている」について「当てはまる」
と答えた企業群と「全体」の平均の差が1.00以上あった
項目と、「当てはまる」企業と「当てはまらない」企業の差が
1.80以上あった項目を白地で示している。
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従業員の仕事の目標や評価は、会社や
部署の方針と一貫している

組織のなかで各人は立場や考え方の違いから
生まれる対立を率直に伝え、前向きに対処している

図2 イノベーション能力に優れた企業の特長
「同業他社よりイノベーション能力に優れているか」の問いに対して、
「当てはまる」と答えた企業は、以下の組織風土の特長をもっていることがわかった。

詳細はホームページ（https://kaikaproject.net/）をご参照ください。

■「企業のイノベーション創出と組織活性化に関する実態調査」概要
調査時期 2020 年1月16 日～2月14 日 

調査対象 JMAの会員企業およびサンプル抽出した全国主要企業の経営企画・マーケ
ティング・人事・総務部門の役員・部長クラスの役職者（計3,500社） 

調査方法 郵送調査法（質問票を郵送配布し、郵送およびインターネットにより回答） 

回答数・回収率 回答数240社・回答率6.9％ 

将来像（ビジョン）・戦略・方針について従業員からの理解・共感が得られているビジョンの浸透

従業員は他部署の人に積極的に会いに行き、異質な知識・経験を
各人の仕事に活かしている、失敗やチャレンジから学ぶことが重視されている部門間協働

前例のない新しいアイデアでもいいやすい風土がある　などアイデア創出と組織学習

自分たちの活動が世の中の期待に沿っているかどうか、定期的に確認している
世の中の変化に応えるために、他社や地域コミュニティ、NPOなど外部と連携した活動を
している　など

社会課題への
高い感度と能動的行動

これからの新事業開発 特集 不確実な時代を乗り越える
イノベーション
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ニューノーマル時代の
オープンイノベーション

フィラメント
代表取締役 CEO

角	勝氏
SUMI, Masaru

は
じ
め
に

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
「
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
実

際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
詳
し
く

説
明
で
き
る
人
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
な
が
ら

も
語
感
の
印
象
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
以
降

で
オ
ー
プ
ン
な
活
動
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
方
も
多
か
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

本
稿
で
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
か
、
ま
た
コ

ロ
ナ
後
の
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

の
世
界
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
企
業
内
で
の
活
か
し
方
・
可

能
性
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン 

と
は
何
か

一
般
的
に
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
「
自
社
以
外
の
有
形
無
形
の
ア
セ

ッ
ト
（
外
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
や
発

想
、
技
術
や
商
材
な
ど
）
を
自
社
の
ア

セ
ッ
ト
と
組
み
合
わ
せ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

コ
ロ
ナ
禍
よ
り
前
か
ら
、新
規
事
業
開
発
の
た
め
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
十
分
に
理
解・実
施
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
、そ
の
巧
み
な
実
施
方
法
と
可
能
性
に
つ
い
て
、

事
業
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ・人
づ
く
り
支
援
な
ど
を
行
う

株
式
会
社
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、角
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

寄 稿

P A R T

1
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ョ
ン
を
生
む
た
め
の
手
法
」
と
定
義
さ

れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
か
つ
て
は
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

≒

産
学
連
携
と
い
う
認

識
が
一
般
的
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
製

品
開
発
の
た
め
の
技
術
探
索
で
あ
っ
た

り
、
最
近
で
は
、
オ
ー
プ
ン
に
参
加
者

を
募
る
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
や
ハ
ッ
カ
ソ
ン

（
企
画
ア
イ
デ
ア
の
試
案
を
作
成
し
た

り
、
試
作
的
制
作
物
を
作
成
す
る
開
発

コ
ン
テ
ス
ト
）
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
的

な
も
の
、
さ
ら
に
は
技
術
や
商
材
を
解

説
し
て
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
募
る
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
称
さ
れ
る
も
の
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
取
り
組
み
が
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
名
の
も
と

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
多
く
は
、
新

規
事
業
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
本
稿
で
は
「
新
規
事
業
創
出

の
方
法
論
」
と
し
て
の
側
面
か
ら
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
論
じ
て
い
き

ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
は 

な
ぜ
う
ま
く
い
き
に
く
い
の
か

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ビ
ジ

ネ
ス
の
世
界
で
浸
透
し
て
い
く
に
つ
れ
、

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま

く
い
か
な
い
」
と
い
う
声
も
時
折
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
感
じ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、

そ
の
理
由
を
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
一
般
的
な
新
規
事
業
創
出
の
プ

ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
、
図
1
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
内
の
新
規
事
業
担
当
者
が
、
自

社
の
商
材
や
技
術
・
知
財
な
ど
の
ア
セ

ッ
ト
を
活
用
す
る
新
規
事
業
ア
イ
デ
ア

を
社
外
か
ら
の
刺
激
を
も
と
に
生
み
出

し
、
社
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
を
経
て

事
業
化
、
そ
れ
を
事
業
部
に
移
管
す
る

と
い
う
流
れ
で
す
。

こ
の
場
合
、
新
規
事
業
担
当
者
に
は

複
数
の
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
兼
ね
備
え
る
人

材
は
大
企
業
に
お
い
て
も
非
常
に
レ
ア

で
あ
り
、
そ
の
希
少
性
が
新
規
事
業
開

発
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
ま
す
。

日
本
で
広
ま
っ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
「
新
規
事
業
開
発
を

担
え
る
人
材
の
希
少
性
」
と
い
う
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
を
解
決
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
企
業
が
も
つ
ア
セ
ッ
ト
を
広
く

知
ら
し
め
て
社
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を

巻
き
込
む
こ
と
で
そ
の
解
消
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新

た
な
問
題
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

社
外
の
人
材
を
巻
き
込
ん
だ
と
し
て

も
実
際
に
は
本
当
に
優
秀
な
提
案
者

︱
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
提
案
者

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
︱
︱
が
巻
き
込
め
る
こ
と
は
見

込
み
よ
り
も
少
な
く
、
そ
の
選
別
の
た

め
に
大
き
な
コ
ス
ト
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
良
い
提
案
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

提
案
者
側
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
組
み
立
て
ら

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、

社
内
調
整
過
程
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
で
す
（
図
2
）。

人
材
不
足
と
い
う
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を

解
消
し
よ
う
と
し
て
も
社
内
文
化
と
の

整
合
性
な
ど
ま
た
別
な
課
題
が
発
生
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
別
の
苦
労
が
発
生

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

新
規
事
業
と
は
そ
も
そ
も
う
ま
く
い

か
な
い
要
素
が
多
い
、
不
確
実
性
の
高

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

「
魔
法
の
杖
」
は
な
い
の
で
す
。

これからの新事業開発 特集 不確実な時代を乗り越える
イノベーション

外部刺激

外部刺激

企業内
アセット

企業内
アセット

新規事業
アイデア

新規事業
アイデア

アイデア・発想・社会課題・
研究成果・アライアンスなど

新規事業担当者には
・社内アセットの熟知
・外部刺激の摂取力
・アイデア発想力
・社内からの信頼が必要

新規事業をつくれる
人材が希少

スタートアップの技術や
商材など

企業内アセットの本質を
理解していないものが多
く選別コストが高い

社内の技術・商材・知財・
人材・顧客基盤など

社内調整を
経て事業化

社内調整を
経て事業化

事業担当

事業担当

新規事業
担当

外部の
提案者

図1  一般的な新規事業開発のプロセス

図2  よくあるオープンイノベーションのプロセス

調整コストの
肥大化

事業移管の
拒否

スタートアップなど
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物
理
的
移
動
コ
ス
ト（
時
間
も
費
用
も
）

ゼ
ロ
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、
出
勤
に
使
っ
て
い
た
時
間
を
イ

ベ
ン
ト
参
加
時
間
に
あ
て
る
人
も
格
段

に
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
中
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、

「
直
接
会
う
」
と
い
う
前
提
が
取
り
払

わ
れ
た
こ
と
で
、
普
段
は
会
う
こ
と
が

難
し
い
人
に
も
時
間
を
と
っ
て
も
ら
い

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は「
つ
な
が
る
自
由
」

が
拡
大
し
た
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ニュ
ー
ノ
ー
マ
ル
下
で
の 

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン 

「
テ
レ
コ
ラ
ボ
」

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
下
で
の
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
よ
う
に
格
段

に
増
し
た
個
々
の
社
員
の
「
つ
な
が
る

自
由
」
を
経
営
に
ど
う
取
り
込
ん
で
い

く
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

新
規
事
業
創
出
だ
け
で
な
く
、
営
業

活
動
、
採
用
活
動
、
組
織
管
理
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
、
オ
ー
プ
ン
か
つ

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ

た
「
個
」
の
力
を
経
営
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
を
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
模
索
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

M

さ
ら
に
、
そ
の
進
め
方
と
し
て
、
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
部
署

を
設
け
る
企
業
も
増
え
ま
し
た
が
、
そ

の
組
織
構
成
が
逆
効
果
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

専
門
部
署
を
設
け
る
と
本
来
は
手
段

で
あ
る
は
ず
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
（
そ
の
部
署
に
と
っ
て
）
目
的

化
し
て
し
ま
い
、
本
来
緊
密
に
連
携
す

べ
き
事
業
部
門
と
の
分
断
を
ま
ね
き
や

す
く
な
る
た
め
で
す
。

部
門
横
断
的
に
新
規
事
業
を
創
っ
て

い
く
こ
と
を
共
通
認
識
と
し
て
も
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
そ

う
で
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
各
部
門
が

そ
れ
ぞ
れ
に
自
部

門
の
目
標
（
基
本

的
に
数
値
目
標
）

を
達
成
す
る
こ
と

を
優
先
す
る
た
め
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
部
門
は

孤
立
化
し
、
社
内

調
整
の
ハ
ー
ド
ル

は
一
段
と
上
が
り
、

成
功
事
例
は
出
に

く
く
な
り
、
ひ
い

て
は
連
携
す
る
社

外
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
か
ら
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
悪

化
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
い
か
な
い
」
を
な
く
す
た
め
に
は
、

「
手
段
の
目
的
化
」
が
さ
れ
な
い
よ
う

に
進
め
て
い
く
視
点
を
も
つ
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代

コ
ロ
ナ
禍
の
以
前
か
ら
、「
現
代
は

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）と
は
、Volatility

（
変
動
性
）、U

ncertainty

（
不
確

実
性
）、Com

plexity

（
複
雑
性
）、

A
m

biguity

（
曖
昧
性
）
の
4
つ
の
頭

文
字
か
ら
「
先
を
見
通
し
に
く
い
不
確

実
な
時
代
」
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に

示
し
た
言
葉
で
す
。

現
代
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

社
会
変
化
の
度
合
い
も
加
速
・
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
生
成
さ
れ
る

情
報
の
量
も
加
速
度
的
に
増
大
を
続
け
、

情
報
の
新
陳
代
謝
の
速
度
も
驚
く
ほ
ど

速
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

未
来
の
不
透
明
感
、
不
確
実
性
も
大
幅

に
高
ま
り
、
い
ま
、
ま
さ
に
究
極
の
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
と
い
え
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響

い
ま
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
社
会
は
大

き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
影
響
を

受
け
な
か
っ
た
分
野
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
な
か
で
も
企
業
活
動
に
と
っ

て
大
き
な
変
化
は
「
リ
モ
ー
ト
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
凝
縮
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。

直
接
的
な
接
触
を
せ
ず
、
遠
隔
で
の

業
務
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
企
業
内
に
と
ど
ま
ら
ず
社

会
全
体
に
普
遍
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

オ
フ
ィ
ス
と
い
う
場
所
に
出
社
し
、

そ
こ
で
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
当
た

り
前
で
あ
っ
た
日
常
か
ら
、
オ
フ
ィ
ス

と
い
う
空
間
的
制
約
、
出
社
に
伴
う
時

間
的
制
約
、
そ
し
て
行
動
の
一
つ
ひ
と

つ
に
周
り
の
目
を
気
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
同
調
圧
力
か
ら
も
解
放

さ
れ
、
大
き
な
自
由
と
時
間
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
（
図
3
）。

こ
れ
ま
で
オ
フ
ラ
イ
ン
（
リ
ア
ル
）

で
開
催
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
移
行
し
、

これからの新事業開発 特集 不確実な時代を乗り越える
イノベーション

図3  オフィスからの解放

時間の
固定

活動の
固定

オフィスの制約

作業
時間の
自由

活動の
自由

オフィスからの解放

思考
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社
外
リ
ソ
ー
ス
を
活
用

新
規
事
業
開
発
の
手
法
の
１
つ
に
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

環
境
変
化
が
激
し
く
先
が
読
め
な
い
時

代
に
あ
っ
て
は
、
大
企
業
で
あ
っ
て
も

社
内
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
社
外
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
を
巻

き
込
ん
で
い
く
必
要
が
出
て
く
る
の
で

す
。大

企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
う

と
、
ま
っ
た
く
別
の
世
界
と
考
え
る
方

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
「
社
外
で
行
う
新
規

事
業
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
捉
え
、

う
ま
く
連
携
で
き
れ
ば
、
競
争
力
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

連
携
の
10
の
ポ
イ
ン
ト

と
は
い
え
、
言
う
は
易
く
行
う
は
難

し
。
私
は
東
京
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
経
験
を
踏

ま
え
る
と
、
大
企
業
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
連
携
す
る
に
は
10
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
自
社
の
基
本
戦
略
が
明
確
に
な
っ
て

スタートアップ連携の
新潮流を読む

東京大学	協創プラットフォーム開発（東大IPC）
パートナー

福島彰一郎氏
FUKUSHIMA, Shoichiro

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
優
れ
た
組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
を
隔
て
る
も
の
は
何
か
。

そ
の
１
つ
に
社
外
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、優
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
連
携
し
、

自
社
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
新
規
事
業
開
発
を
推
進
す
る
。

大
企
業
の
新
規
事
業
開
発
コ
ン
サ
ル
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
を

数
多
く
手
が
け
て
き
た
福
島
彰
一
郎
氏
に
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

P A R T

2
福島彰一郎
2018年より東大IPCに参加。
工学系分野を中心としたベン
チャー創出と事業評価を管掌。
戦略系コンサルティング会社の
取締役として、大手生産財メー
カーを中心に新製品開発・新規
事業開発コンサルティングで18
年以上の実績をもつ。また技術
者向けの実践的なビジネスリー
ダー育成プロジェクトも多数実
施。技術経営分野の講演や執筆
活動も行う。東京大学大学院工
学系研究科材料学専攻修了、東
京大学先端科学技術研究セン
ター研究生、カーネギーメロン大
学技術政策学部（Engineering 
Public Policy）修了。

P R O F I L E
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い
る
こ
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
を
議
論

す
る
前
に
、
そ
も
そ
も
「
何
を
し
た
い

の
か
」
を
議
論
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
自
社
の
コ
ア
技
術
を

起
点
に
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し

て
い
く
。
こ
の
議
論
の
な
か
で
、
社
内

で
ま
か
な
う
領
域
と
社
外
に
出
す
領
域

が
明
確
化
し
ま
す
。「
こ
こ
の
パ
ー
ツ

は
社
内
に
足
り
な
い
か
ら
、
強
力
な
パ

ー
ト
ナ
ー
が
必
要
だ
」
と
発
想
す
る
わ

け
で
す
。

②
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
の
戦
略

的
重
要
性
が
社
内
に
啓
蒙
さ
れ
、
共

有
さ
れ
て
い
る
こ
と

大
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
が
連
携
に
積

極
的
な
の
に
、
現
場
は
白
け
て
い
て
非

協
力
的
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
し
て
み

れ
ば
「
話
が
違
う
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
業
界
は
一
種
の
「
村
社
会
」
で
す

か
ら
、
ひ
と
た
び
悪
評
が
た
つ
と
一
気

に
広
ま
り
、
ほ
か
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

か
ら
も
相
手
に
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
連
携
に
動
く
前
に
「
な

ぜ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
が
重
要

な
の
か
」
社
内
の
理
解
を
深
め
て
お
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

③
経
営
ト
ッ
プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が

あ
る
こ
と

新
規
事
業
を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
は
え
て
し
て
、
変
わ
っ
た
価
値
観
、

変
わ
っ
た
思
考
の
持
ち
主
で
す
。
時
に

は
組
織
の
な
か
で
浮
い
て
し
ま
う
こ
と

も
。
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
コ
ミ
ッ
ト
し
、

彼
ら
を
守
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

④
自
社
開
発
だ
け
で
は
達
成
し
に
く
い
、

ス
ト
レ
ッ
チ
目
標
を
設
定
す
る
こ
と

社
外
と
の
連
携
に
よ
る
新
規
事
業
開

発
を
め
ざ
す
か
ら
に
は
、
自
社
単
独
で

は
達
成
で
き
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
目
標
を
設
定
す
る
べ
き
で
す
。

こ
れ
は
「
社
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

連
携
す
る
し
か
な
い
」
と
い
う
意
識
を

社
内
に
醸
成
す
る
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

⑤
自
社
が
行
う
開
発
領
域
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
活
用
す
る
領
域
の
明
確
化

自
社
の
基
本
戦
略
（
①
）
が
明
確
に

な
れ
ば
、
外
部
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

連
携
す
る
領
域
と
自
社
で
担
う
領
域
も
、

お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
研
究

開
発
部
門
や
新
規
事
業
部
門
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ

（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ

タ
ル
）
が
連
携
し
て
議
論
を
し
て
お
く

こ
と
で
す
。

⑥
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
設
置

Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
は
、
事
業
会
社
が
自
己
資

金
で
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
し
、
ス
タ
ー
ト

これからの新事業開発 特集 不確実な時代を乗り越える
イノベーション

❶…… 自社の基本戦略が明確になっていること

❾…… 互いに学びと成長があること

❷…… スタートアップとの連携の戦略的重要性が社内に啓蒙され、共有されていること（特に事業部）

…… スタートアップの急速な成長に柔軟に対応できること

❸…… 経営トップのコミットメントがあること

❹…… 自社開発だけでは達成しにくい、ストレッチ目標が設定されること

❺…… 自社が行う開発領域、スタートアップを活用する領域の明確化。
 研究開発部門や新規事業部門、CVCが連携して議論しておくこと

❽…… 提携前から意識的にベンチャーと大企業との間で、
 インフォーマル面の信頼関係を醸成するための努力をすること。腹落ちするまで

❻…… CVCの設置
   ・社外のVBの常時モニタリング、情報収集
   ・ノウハウ蓄積
   ・スタートアップとの連携における社内コーディネート
   ・活動資金の用意、投資の一元管理

❼…… 互いの違いを理解すること
   ・スタートアップは局地戦で「フルスイング」の姿勢。大企業は「分散投資」の姿勢
   ・ベンチャーは経営者が第一、事業計画はその次

事業会社とスタートアップとの連携の10のポイント
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提
携
前
か
ら
意
識
的
に
、
そ
れ
も
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
面
で
の
信
頼
関
係
の
醸

成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
違

い
こ
そ
あ
れ
、
両
者
は
一
体
と
な
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ル
／
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
問
わ
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

信
頼
関
係
を
培
う
努
力
を
怠
る
と
、
不

幸
な
結
果
に
終
わ
り
ま
す
。

⑨
互
い
に
学
び
と
成
長
が
あ
る
こ
と

両
者
の
違
い
を
理
解
し
た
う
え
で
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
。
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
連
携
し
シ
ナ
ジ
ー
や
学
び
を

生
み
出
す
に
は
、
夫
婦
関
係
に
も
似
た

姿
勢
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

⑩
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
急
速
な
成
長
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

は
急
速
で
す
。
設
立
時
は
経
営
チ
ー
ム

だ
け
だ
っ
た
の
が
、
資
金
調
達
を
経
て
、

20
人
、
50
人
、
１
０
０
人
と
従
業
員
規

模
は
み
る
み
る
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

提
携
を
続
け
る
な
ら
、
そ
う
し
た
変
化

に
対
応
で
き
る
だ
け
の
柔
軟
性
が
、
大

企
業
に
も
望
ま
れ
ま
す
。

増
え
る
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
新
潮

ア
ッ
プ
へ
の
出
資
や
支
援
を
行
う
た
め

の
専
門
の
部
署
の
こ
と
で
す
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
か
ら
見
れ
ば
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
は
大

企
業
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
楽
に
や
り
と

り
で
き
る
窓
口
で
も
あ
り
ま
す
。
人
員

が
不
足
し
が
ち
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は

大
企
業
の
複
数
の
部
署
と
や
り
と
り
す

る
だ
け
で
も
疲
弊
し
ま
す
。「
Ｃ
Ｖ
Ｃ

が
あ
る
と
、
い
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

近
づ
い
て
く
る
」
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
Ｃ
Ｖ
Ｃ
は
、
社
外
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
を
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
情
報
収
集
に
努
め
る
ほ
か
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
ノ
ウ

ハ
ウ
を
溜
め
る
役
割
も
果
た
し
ま

す
。

⑦
互
い
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と

大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

違
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
と
え

ば
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
１
つ
の

領
域
に
絞
り
、「
局
地
戦
」を
し
か

け
て
い
ま
す
。
し
か
も
人
生
を
か

け
て「
フ
ル
ス
イ
ン
グ
」し
て
い
る

の
で
、
土
日
関
係
な
く
働
き
ま
す
。

さ
ら
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

か
ら
お
金
が
入
る
と
、彼
ら
は「
キ

ッ
チ
ン
タ
イ
マ
ー
が
ス
タ
ー
ト

す
る
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の

で
す
が
、「
○
○
ま
で
に
お
金
を

返
す
」「
〇
〇
ま
で
に
上
場
す
る
」

と
い
っ
た
期
日
に
向
け
て
ま
さ
に

命
が
け
で
頑
張
ろ
う
と
し
ま
す
。

一
方
で
大
企
業
に
は
「
分
散
投

資
の
一
環
」
と
い
う
姿
勢
が
あ
り
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
温
度
差
が

生
じ
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
要
望

に
対
し
て
大
企
業
が
の
ん
び
り
対
応
し

よ
う
も
の
な
ら
、
そ
の
瞬
間
「
大
企
業

は
わ
か
っ
て
い
な
い
な
」
と
見
な
さ
れ

ま
す
。
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

の
連
携
に
お
い
て
は
あ
り
が
ち
で
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
点
に

立
つ
な
ら
、
大
企
業
の
新
規
事
業
を
評

価
す
る
と
き
は
事
業
計
画
そ
の
も
の
を

見
る
の
に
対
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

新
規
事
業
は
、
事
業
計
画
よ
り
も
経
営

者
あ
る
い
は
経
営
チ
ー
ム
を
見
る
、
と

い
う
違
い
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
を
評
価
す
る
と
き
は「
人
」

を
見
て
い
る
の
で
す
。

十
分
な
ス
キ
ル
や
経
験
は
あ
る
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
る

か
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
腹
落
ち
し
て
い
る
か
、

「
困
難
が
あ
っ
て
も
こ
の
チ
ー
ム
な
ら
、

な
ん
と
か
す
る
だ
ろ
う
」
と
思
え
る
か
。

そ
う
し
た
「
人
」
の
部
分
が
確
か
な
ら
、

事
業
計
画
が
多
少
粗
削
り
で
も
、
出
資

す
る
と
い
う
判
断
を
下
し
ま
す
。

大
企
業
の
新
規
事
業
の
場
合
は
、
や

は
り
事
業
計
画
の
精
緻
さ
を
見
ま
す
。

こ
れ
に
は
「
大
企
業
は
そ
の
チ
ー
ム
が

だ
め
で
も
代
わ
り
の
人
間
が
い
る
か

ら
」
と
い
う
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

⑧
信
頼
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と

■リスクマネー活用のイノベーション・エコシステム

政府資金 スタートアップ
企業大学・政府機関

金融機関 大企業ベンチャー
キャピタル

資金

投資

・技術シーズ
・人材、投資

・新製品
・新技術
・提携、
  M&A リソース

提供

新技術

研究資金

リスク
マネー

投資

スタートアップ
紹介
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流
「
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は

企
業
が
自
社
内
の
特
定
事
業
を
独
立
さ

せ
る
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
昨
年
、dot D

ata

（
ド
ッ

ト
デ
ー
タ
）
を
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
さ
せ
ま

し
た
。
ド
ッ
ト
デ
ー
タ
は
、
デ
ー
タ
分

析
を
Ａ
Ｉ
で
自
動
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
開
発
・
販
売
す
る
会
社
で
す
。
Ａ

Ｉ
と
い
え
ば
昨
今
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
り
、

「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
社
内
で
進
め
る
べ
き
で
は
？
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
は
事
情
が
あ
り
ま
す
。
ド
ッ
ト
デ
ー

タ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
史
上
最
年
少
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ

の
主
席
研
究
員
と
な
っ
た
藤
巻
遼
平
氏
。

も
と
も
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
Ａ
Ｉ
を
推
し
進
め

て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

で
あ
り
、
本
来
は
外
に
出
し
た
く
は
な

か
っ
た
は
ず
の
人
材
で
す
。

し
か
し
大
企
業
ゆ
え
の
意
思
決
定
の

遅
さ
な
ど
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
が
辞

め
て
い
く
危
機
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
も
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が

カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
を
許
し
た
理
由
の
ひ
と

つ
で
し
ょ
う
。
給
与
体
系
も
人
事
制
度

も
、
資
金
調
達
も
藤
巻
氏
の
自
由
、
た

だ
し
Ｎ
Ｅ
Ｃ
も
出
資
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

も
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

以
前
は
カ
ー
ブ
ア
ウ
ト
と
い
う
と
、

ノ
ン
コ
ア
事
業
の
切
り
離
し
が
中
心
で

し
た
。
し
か
し
現
在
は
コ
ア
事
業
で
あ

っ
て
も
、
諸
事
情
か
ら
社
内
で
進
め
に

く
い
も
の
を
本
体
か
ら
切
り
離
す
動
き

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
異

分
野
と
の
協
業
が
促
進
さ
れ
、
ま
た
既

存
事
業
と
の
カ
ニ
バ
リ
を
回
避
で
き
る

と
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
事
業
が

う
ま
く
い
け
ば
母
体
と
な
っ
た
企
業
が

買
い
戻
す
選
択
肢
も
出
て
き
ま
す
。

技
術
者
に
望
む 

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
「
技
術
者
」
の
役
割
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
単
な
る
技
術
者
で
は
な
く
、
新

た
な
価
値
を
生
み
出
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
技
術
者
に
望
む
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
は
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
、
熱
い

思
い
で
す
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
企

業
の
最
大
の
違
い
は
、
理
念
と
ビ
ジ
ョ

ン
が
あ
る
か
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
私
は

大
企
業
の
新
規
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
山
ほ
ど
見
て
き
ま
し
た
が
、
売
上
目

標
を
掲
げ
て
事
業
計
画
を
つ
く
る
方
は

い
て
も
、
理
念
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
熱
く
語

る
方
は
そ
う
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
、
至
ら
ぬ

と
こ
ろ
は
多
々
あ
れ
ど
、
す
さ
ま
じ
い

熱
さ
が
あ
り
ま
す
。「
困
難
が
あ
っ
て

も
最
後
に
は
乗
り
越
え
る
は
ず
」
と
期

待
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し

た
熱
が
あ
る
か
ら
こ
そ
仲
間
が
集
ま
っ

て
く
る
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
顧
客
の
重
要
課
題
の
発
見
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
技
術
者

が
敬
遠
す
る
部
分
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

課
題
を
深
く
理
解
し
、
課
題
解
決
の
た

め
の
具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て

い
く
。
そ
の
間
、
目
立
っ
た
成
果
は
あ

が
り
ま
せ
ん
が
、
急
い
で
は
い
け
ま
せ

ん
。加

え
て
、
課
題
解
決
に
必
要
な
知
識

の
学
習
で
す
。
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
は
Ａ
Ｉ
の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
こ
と
が
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
事
態
に
遭
遇
す
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
必
要
だ
と
思
え
ば
自
ら

勉
強
す
る
こ
と
。
会
社
に
研
修
を
用
意

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
学
習
で
き
な
い

よ
う
で
は
、
新
規
事
業
な
ど
立
ち
上
が

り
ま
せ
ん
。

意
外
と
重
要
な
の
は
社
内
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
対
応
で
す
。
大
き
な
組
織
は
、
優

秀
な
人
材
や
設
備
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

方
で
、
多
く
の
し
が
ら
み
が
あ
る
こ
と

も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
も

仲
間
を
つ
く
り
、
味
方
を
増
や
し
て
い

く
。
こ
れ
も
大
切
な
ス
キ
ル
の
１
つ
で

す
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
め
ざ
す
技
術
者
を
守
り
、
支
援

す
る
経
営
ト
ッ
プ
の
存
在
も
欠
か
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
付
け
加
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
大
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
責
務

東
大
Ｉ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
は
引
き
続
き
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
な
ら
、
社
内
の
し
が
ら
み
や
予

算
が
新
規
事
業
開
発
の
妨
げ
に
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昨
今
、
外
部
と

連
携
す
る
た
め
の
環
境
が
整
い
、
新
規

事
業
開
発
を
す
る
に
も
選
択
肢
が
増
え

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ド
ッ
ト
デ
ー
タ

の
事
例
も
あ
り
ま
す
。

母
体
企
業
か
ら
離
れ
て
自
由
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
し
つ
つ
、
し
か
し
母
体
企
業
の

出
資
を
受
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
共
に
し
て

い
く
。
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
母
体
に

戻
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
う
し
た
例
を
見
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

い
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
で
き
つ
つ

あ
る
、
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

M

これからの新事業開発 特集 不確実な時代を乗り越える
イノベーション
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中
国
・
武
漢
か
ら
端
を
発
し
た
コ
ロ
ナ
は
あ
っ

と
い
う
間
に
全
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
が
、
国
に
よ

っ
て
結
果
に
恐
ろ
し
く
幅
が
あ
り
、
各
国
の
あ
り

方
が
ま
る
で
漫
画
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
見
え

て
し
ま
っ
て
い
る
。

「
ち
ょ
っ
と
し
た
風
邪
」
と
軽
視
し
て
い
た
ア
メ

リ
カ
の
死
者
数
は
も
は
や
18
万
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
が

12
万
人
に
達
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
死
者

数
は
5
万
8
千
人
。
戦
争
の
歴
史
上
最
大
だ
っ
た

第
２
次
世
界
大
戦
の
死
者
数
が
29
万
１
５
５
７
人

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
合
計
で
す
で
に

勝
ち
越
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
最
初
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
医
師
を
処

分
し
、
現
在
は
徹
底
し
た
デ
ジ
タ
ル
監
視
と
強
制

措
置
で
感
染
を
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
ア

ピ
ー
ル
し
、
マ
ス
ク
や
医
師
派
遣
な
ど
コ
ロ
ナ
外

交
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
国
が
ど
こ
か
、

明
記
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
に
学
ん
だ
例
と
し
て
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
危

機
に
乗
じ
て
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
な
し
に
政
策
を

運
営
し
、
か
つ
メ
デ
ィ
ア
を
黙
ら
せ
る
権
限
を
首

相
に
与
え
る
法
案
を
可
決
し
た
国
が
Ｅ
Ｕ
内
に
あ

っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
だ
。
こ
の
法
律
は
5
月
末
で

停
止
さ
れ
た
が
、
現
在
も
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
へ
の

B o o k  R e v i e w
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ン
デ
ミ
ッ
ク
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国
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た
ち
」

欧
州
コ
ロ
ナ
１
５
０
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在
独
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年
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
欧
州
各
国
の
危
機
対
応
力

を
徹
底
分
析
。
イ
タ
リ
ア
で
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
ド
イ
ツ
は

な
ぜ
感
染
拡
大
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
懸
念
さ

れ
る
第
２
波
襲
来
に
備
え
、
日
本
と
世
界
の
と
る
べ
き
「
国
の

か
た
ち
」を
提
言
す
る
。
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か
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と
れ
る
」
こ
と
だ
。
ド
イ
ツ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ

ホ
研
究
所
が
２
０
１
２
年
に
提
出
し
た
「
防
災
計

画
の
た
め
の
リ
ス
ク
分
析
報
告
書
」
の
な
か
に
、

大
規
模
洪
水
と
並
ん
で
「
変
種
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ド

イ
ツ
連
邦
政
府
は
こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
州
政

府
保
健
省
に
対
し
て
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
緊
急
事
態
へ
向
け
た
準
備
を
整
え
る

よ
う
要
請
し
て
い
た
。

２
０
０
２
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
指
定
も
出
ず
、
ド
イ
ツ
の
感
染
者
数
は

わ
ず
か
９
人
、
死
亡
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
う
え
で
、
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
検
証
し
、
将
来

的
に
考
え
う
る
最
悪
の
状
態
を
想
定
し
、
そ
れ
に

備
え
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
は
で

き
た
の
だ
。

も
う
１
つ
違
う
側
面
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
以
前
を

振
り
返
る
と
、
国
家
は
経
済
と
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で

捉
え
ら
れ
て
い
た
。
安
倍
首
相
に
期
待
す
る
の
は

「
景
気
浮
揚
」
と
多
く
の
人
が
答
え
て
い
た
。
し

か
し
こ
こ
に
き
て
、
国
家
の
役
割
・
責
任
と
は
、

国
の
守
る
べ
き
国
益
と
は
何
な
の
か
が
問
い
直
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ド
イ
ツ
企
業
の
す
べ
て
の
管
理
職
は
、
部
下
の

安
全
と
健
康
を
守
る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
憲
法
に
つ
い
て
は
不

勉
強
だ
が
、
企
業
で
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
国

と
し
て
も
国
民
の
生
命
・
安
全
が
最
優
先
で
あ
る

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
国
民
皆
保
険
の
原

則
と
、
保
険
医
療
費
の
支
出
の
維
持
も
こ
う
し
て

保
た
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

国
の
基
本
を
憲
法
に
探
す
と
、
日
本
の
現
状
も

あ
る
意
味
説
明
で
き
る
。
日
本
国
憲
法
は
基
本
的

人
権
の
記
載
が
あ
る
一
方
で
、「
公
共
の
福
祉
に

反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
」
と
そ
の
制
限
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
憲
法
を
意
識
せ
ず
と
も
、
私
た
ち

に
は
公
共
の
福
祉
の
優
先
が
染
み
つ
い
て
い
る
。

「
ひ
と
さ
ま
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」
と

い
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
自

粛
警
察
と
い
う
行
き
す
ぎ
を
生
ん
だ
り
も
す
る
が
、

こ
の
行
動
原
理
が
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
有
効
に
働
い

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
は
、「
何

人
も
法
の
適
正
な
手
続
き
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
生

命
、自
由
ま
た
は
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」

と
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
法
律
上
の
手
続
き
が
適

正
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
だ
。

ド
イ
ツ
は
現
在
、
借
金
大
嫌
い
の
原
則
を
曲
げ

て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
支
援
の
た
め
に
、
総
額
７
５
０

０
ユ
ー
ロ
（
90
兆
円
）
の
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
復
興

援
助
プ
ラ
ン
を
フ
ラ
ン
ス
と
共
に
提
案
す
る
に
至

っ
た
。「
自
国
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
、
何
を
優

先
す
べ
き
か
」
を
議
論
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が

筆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
本
稿
が
世
に
出
る
こ
ろ

に
は
決
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
我
が
国
の
ニ
ュ
ー
リ

ー
ダ
ー
に
も
お
読
み
い
た
だ
き
、間
違
っ
て
も「
ブ

ラ
ッ
ク
国
家
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
道
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

M

圧
力
は
高
ま
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
さ
な
か
に
あ

る
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
で
何
が
ど
う
起
こ
っ
た
か
、

事
実
と
そ
の
背
景
を
欧
州
を
中
心
に
克
明
に
レ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。
第
１
部
が
各
国
で
の
事
象
の
紹

介
、
第
２
部
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
で
抑
え
込

み
に
成
功
し
て
い
る
ド
イ
ツ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

そ
の
動
き
の
根
幹
に
あ
る
も
の
を
示
し
、
こ
れ
か

ら
世
界
が
ど
こ
に
向
か
う
の
か
の
問
い
か
け
と
な

っ
て
い
る
。

欧
州
で
の
コ
ロ
ナ
危
機
が
勃
発
し
た
イ
タ
リ
ア
、

そ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
ベ
ル
ガ
モ
で
の
欧
州

サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
リ
ー
グ
の
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い

う
間
に
死
者
が
激
増
し
、
現
場
の
医
師
が
ト
リ
ア

ー
ジ
、
命
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

実
は
イ
タ
リ
ア
の
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ロ
ナ

以
前
か
ら
す
で
に
危
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
ユ
ー

ロ
加
盟
国
は
、
公
的
債
務
の
累
積
残
高
を
常
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
60
％
以
下
、
財
政
赤
字
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
％

以
下
に
抑
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
も
ダ
メ

だ
し
を
く
ら
う
基
準
だ
が
、
切
羽
詰
ま
っ
た
イ
タ

リ
ア
は
、「
年
金
に
手
を
出
す
よ
り
は
マ
シ
」
と

保
険
医
療
支
出
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
財
政
緊
縮

を
行
っ
た
の
だ
。
結
果
、
イ
タ
リ
ア
の
病
院
は
膨

大
な
待
ち
時
間
な
ど
の
異
常
が
常
態
化
し
て
い
た
。

一
方
、
ド
イ
ツ
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
か
。

本
著
で
目
を
引
い
た
ド
イ
ツ
の
特
筆
す
べ
き
能
力

の
一
つ
は
「
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
に
対
す
る
行
動
が

B o o k  R e v i e w
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JMAが培ってきた、イノベーションや
新たなムーブメント創出の情報をホームページで発信中

大企業から、スタートアップ、官公庁、大学、研究機関など、国内外との“つながり”を促進しています。
深圳、シリコンバレー、イスラエル、シンガポールなどのエコシステムに関するオンラインイベントも実施中。

イベントの詳細はホームページでご確認ください。

オンラインカンファレンス開催決定

［JMA GARAGEに関するお問い合わせ先]一般社団法人日本能率協会 産業振興センター　email: jma-garage@jma.or.jp

イノベーション創出のヒント

PROGRAM
グローバル最新情報や新規事業創出、イノベーションに

関するイベント、カンファレンス、アクセラレータプログラム、
現地視察プログラムなどを提供しています。

COLUMN
グローバル最新情報や新規事業創出、イノベーションに

関連するコラムを掲載しています。

ONLINE
期間内であればいつでも視聴可能な

動画学習コンテンツを提供しています。

RESEARCH
企業の経営課題実態調査やDX、イノベーショントレンドに

関連する調査情報を掲載しています。
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